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昭和50年10月10日発

　　第191号
東頸城郡松代町公民

館長　関　谷　昭

電話　松代　301

松代印刷所印刷

会計別決算総括表

会計別 区　　分 予算額 決算額
渓臨菰姦
増　　　　減

一般会計

歳　　入 LO31，68乳000 LO4540◎023 1a719023

歳　　出 LO3L68宅000 LO1α18a618 △2L50a382

歳入歳出
差引残額

35222405 翌年度へ繰越

国民健康
保　　険
特別会計

歳　　入 25L26500Q 25259α558 L325558

歳　　出 25L265000 23◎67α000 △1生595000

歳入歳出
差引残額

1592α558

基．繰入

翌融6灘0
　9

国民診療
施　　設

特男桧計

歳　　入 35，464，000 3◎823108 L359108

歳　　出 3玩46生000 3516a129 △　　30α871

歳入歳出

差引残額
L659979 翌年度へ繰越

簡易水道

特別会計

歳　　入 154，94＆000 154．63◎773 △　　31瓦227

歳　　出 154，q4＆000 153910，243 △LO3τ757

歳入歳出

差引残額
72◎530 翌年度へ繰越

農業共済
特別会計

歳　　入 3鴛98◎000 33β32，613 △4．153387

歳　　出 3て986noO 3a723496 △4．262504

歳入歳出

差引残額
109117 翌年度へ繰越

決
算
の
概
況

　
昭
和
四
十
九
年
度
決
算
が
、
九
月
定

例
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
決
算
総
額
は
、
会
計
別
決
算
総
括
表

の
と
お
り
で
、
歳
入
は
前
年
度
よ
り
一

億
五
五
八
七
万
円
、
歳
出
は
一
億
七
四

二
一
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
ま
し
た
が

差
引
残
額
で
は
一
九
三
三
万
円
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
以
下
町
民
の
皆
様
に

最
も
深
い
関
係
の
あ
り
ま
す
一
般
会
計

の
決
算
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
総
額
は
、
別
表
第
一
の
と

お
り
で
、
前
年
度
に
比
較
し
て
微
増
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
原
因
は
、

国
県
の
総
需
要
抑
制
策
に
よ
る
補
助
事

業
の
圧
縮
と
、
四
十
八
年
度
は
、
稀
有

の
大
干
ば
つ
に
よ
る
復
旧
事
業
費
に
一

億
五
百
万
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
の
で

そ
の
差
が
大
き
く
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
に

総合計

歳　　入 L51工35α000 L523289075 11．939075

歳　　出 L51L350noO L46黛65q486 △4L699514

歳入歳出

差引残額
5363＆589

註　一般会計の歳入歳出額については、純計を行なっているので、
　　議会提出の額と若干の相違がある。

…
…
昭
和
4
9
年
度
会
計
決
算
…
…
．

よ
る
も
の
で
す
。

　
財
政
の
弾
力
性
を
表
示
す
る
経
常
収

支
比
率
は
、
六
五
、
八
彩
と
前
年
度
よ

り
一
、
八
％
減
少
し
て
お
り
、
一
般
的

に
地
方
財
政
の
硬
直
化
が
叫
ば
れ
る
な

か
で
、
健
全
化
の
方
向
に
進
ん
で
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
公
債
費

比
率
も
四
、
七
％
に
と
ど
ま
り
県
内
平

均
よ
り
二
％
も
低
く
、
財
政
構
造
は
堅

実
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
町
の
借
金
で
あ
る
地
方
債
の
現
在
高

は
、
四
億
四
＝
一
＝
万
円
の
多
額
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
国
か
ら
元

利
償
還
金
の
補
て
ん
を
受
け
る
こ
と
の

で
き
ま
す
起
債
が
、
二
億
六
八
○
万
円

を
占
め
て
い
ま
す
の
で
、
将
来
に
大
き

な
不
安
を
残
す
こ
と
は
な
い
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
土
地
開
発
基
金
等
も
含
め
た
積
立
金

の
現
在
高
は
、
二
億
六
二
一
七
万
円
に

達
し
、
今
後
予
測
さ
れ
る
統
合
中
学
校

建
設
資
金
が
他
の
財
政
支
出
を
圧
迫
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
を
加
え
て

お
り
ま
す
。

　
歳
出
の
目
的
別
決
算
の
状
況
は
、
別

表
第
二
に
示
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
土
木

費
が
二
〇
、
四
％
と
総
額
の
五
分
の
一

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
道
路
整
備

事
業
と
冬
季
間
の
交
通
確
保
の
た
め
の

除
雪
ま
た
は
圧
雪
に
多
額
の
投
資
を
行

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

町
の
重
点
施
策
が
交
通
環
境
整
備
に
あ

る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
農
林
業
費
に
つ
い
て
は
、
農
林
道
整

備
、
圃
場
整
備
等
を
強
力
に
す
＼
め
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
出
来

る
だ
け
国
県
の
補
助
金
を
受
け
て
事
業

を
行
な
う
こ
と
に
努
力
し
て
お
り
ま
す

こ
と
が
、
決
算
額
の
な
か
に
一
般
財
源

の
充
当
が
低
い
こ
と
に
よ
っ
て
あ
ら
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
民
生
費
に
つ
い
て
は
、
老
人
医
療
費

（1）



2）

の
無
料
化
の
た
め
の

支
出
、
児
童
手
当
の

交
付
、
保
育
所
の
運

営
費
等
が
主
で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
国
の
施
策

と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
一
般

財
源
の
持
出
し
が
少

な
く
な
．
っ
て
い
ま
す
。

　
別
表
第
三
は
、
歳

入
及
び
歳
出
の
性
質

別
経
費
の
状
況
を
示

す
も
の
で
す
が
、
歳

入
の
五
七
、
七
％
が

国
か
ら
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
て
ま
か

な
わ
れ
て
お
り
、
町

税
と
し
て
収
入
さ
れ

ま
す
の
は
僅
か
に
六
、

七
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
町
民
一
人
当
り
の

税
負
担
は
、
年
額
八
、

四
三
七
円
で
県
内
平

均
の
約
四
〇
彩
で
あ

り
ま
す
。
歳
入
総
額

の
人
ロ
一
人
当
り
が

十
二
万
五
七
八
六
円

と
な
り
ま
す
の
で
、

自
己
財
源
が
い
か
に

低
い
か
お
わ
か
り
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。　

歳
出
面
で
は
、
い

わ
ゆ
る
義
務
的
経
費

昭和49年度一般会計決算状況別表1．

人　　　　　　口 人ロ集中
地区人口 人口密度 面　積 区分 第1次 第2次 第3次

国
　
調

45年 卯40人 人 106人 K㎡ 45年

国調

生050人 28砥 恥52人

40年 1L411人 人 124人 9201 7ε3％ 52％ 195％
胎
嚢
本
帳

50．3．31 ＆311人 国調人口

増減率

45年対40年 △14．6％ 40年

国調

4669人 281人 934人
493．31 ＆438人 40年対35年 △1a3％ 793％ 4．8％ 1ag％

決　　算　　収　　支 指　　　数　　　等 指定団体等の状況

区　　　　分 昭和48年度 昭和49年度 基準財政需要額 　　千円
62a265 新　産　　　　離　島

低開発　　　　特豪雪
過　疎　　　　再　建
　村

1歳入総額④ 　　千円1，042，471 　　千円LO45406 〃　　収入額 6◎351

2歳出総額◎ 994797 LO10，184 標準税収入額 84，962 ・一部事務組合加入の状況

3歳夢囎i鶴 4Z674 35222 標準財政規模 64LOO1 ・新潟県消防団員等公償組合

・　〃町村職員退職手当組合

●”　町村人事事務組合

・上越地域消防事務組合

・上越地区広域事務処理組合

・松代町外1ケ町伝染病舎

組合

厚響講笹
財
政
力
指
数

47年度 α111

5実6監も蕎 4て674 35222 48年度 0，103

6単年度収支⑰ ia137 △12，452 49年度 0，107

7積　立　金　◎ 3236 1α567 3ケ年平均 α107

8繰上償還金　㊥ 経常一般財源比率 102

9鴨金とりくδ 29049 土地昌醗基金現在高 　　千円
5L843

10辞欝離δ △12，676 △　L885 積現

立在
財政調整基金 　千円7生000 ＆904 墨政調茎合

　当

鵬

実質収支比率％ 97 ε5 金高首響驚 　　千円
132，333

1592押 晶蟹金天
経常収支比率％ 676 6a8 地方債現在高 　　千円

44L316 5a100 幾蓄
公債費比率％ 4．6 4．7 債務負担行為現在高 　千円

9042 1988 黒磐藷蕎

　
（
人
件
費
扶
助
費
公
債
費
）
が
総
額
の

約
三
分
の
一
、
三
一
、
五
％
を
占
め
て

　
い
ま
す
が
、
県
平
均
よ
り
七
％
位
低
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
財
政
構
造
上
の

問
題
は
な
い
と
言
え
ま
す
。

　
　
た
だ
人
件
費
の
構
成
比
が
前
年
度
よ

り
約
六
％
上
昇
し
、
経
常
収
支
比
率
で

も
二
％
ほ
ど
上
昇
し
た
の
で
、
退
職
者

の
補
充
を
見
送
り
、
事
務
の
合
理
化
機

械
化
な
ど
を
計
画
し
、
極
力
人
件
費
を

抑
制
す
る
た
め
の
努
力
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　
投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
費
、

災
害
復
旧
事
業
費
）
の
構
成
比
は
、
三

〇
、
八
％
で
前
年
度
よ
り
一
八
、
九
％

と
大
巾
に
減
少
し
ま
し
た
が
最
初
に
述

・
べ
ま
し
た
と
お
り
、
干
ば
つ
災
害
復
旧

費
を
除
き
ま
す
と
五
、
三
％
の
減
少
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
当
初
予
算
編
成
時

の
国
の
施
策
か
ら
歳
入
に
対
す
る
見
積

り
が
過
少
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
ま

す
が
、
こ
れ
を
補
完
す
る
意
味
と
将
来

の
建
設
事
業
へ
の
投
資
蓄
積
の
た
め
、

積
立
金
（
土
地
開
発
基
金
繰
出
金
を
含

む
）
に
約
一
一
％
を
留
保
し
ま
し
た
。

　
以
上
簡
単
に
財
政
構
造
の
概
況
を
述

べ
ま
し
た
が
、
別
表
第
四
に
地
方
債
の

状
況
を
、
別
表
第
五
に
財
産
に
関
す
る

調
書
を
掲
げ
て
お
き
ま
す
。

　
な
お
、
昭
和
四
十
九
年
度
の
主
な
事

業
を
次
に
列
挙
し
ま
す
。

　
克
雪
セ
ン
タ
ー
建
設
費
（
継
続
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
六
万
円

　
老
人
医
療
費
扶
助
二
八
五
三
万
円

　
児
童
手
当
　
　
　
一
二
五
五
万
円

　
ゴ
ミ
処
理
費
　
　
　
五
八
四
万
円

　
出
稼
者
対
策
費
　
　
七
六
四
万
円

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
費

　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
ご
二
万
円

　
林
道
開
設
費
　
　
六
〇
二
五
万
円

　
集
落
開
発
セ
ン
タ
i
建
設
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
九
万
円

　
道
路
維
持
費
　
　
一
〇
二
〇
万
円

　
道
路
新
設
改
良
費
七
〇
六
〇
万
円

　
橋
梁
新
設
改
良
費
　
六
四
二
万
円

　
除
雪
対
策
費
　
　
一
二
〇
一
万
円

　
道
路
災
害
復
旧
費
一
三
九
四
万
円

　
消
防
施
設
整
備
費
　
九
二
四
万
円

　
上
記
の
外
、
簡
易
水
道
事
業
会
計

水
道
建
設
事
業
に
支
出
．
し
π
額
は
一
億

三
六
二
〇
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

、

眠
．



別表3．歳入及び歳出（性質別）の状況 別表2．　目的税歳出及び市町村税収入の状況
決算額

（勾

　納

成
比
％

総輔人臨鯉好
区　　　　　　　分

決算額
（A）人口

　（円）

差引経常的

な　も　の
（c汰口（円

経　常
目的別歳出の状況 市町村税収入の状況糊

（E汰口円
区　分 決算額 鰍

、

区　　　　分 決算額 構成比 ’昌　　額

L市　　町　　村　　税 7α116 67 ＆437 ＆437 ＆437 議　会　費
1＆94『

L9 　　千1＆940

税
目
別
収
入
額

市町村民税 2585話 　％
369 　千円878

且地　方　譲　与　税 9631 09 L159 L159 L159

a娯楽施設利用税交付金 総　務　費 14ε102 144 11＆086 固定資産枕 2a436 33．4

生　自動車取得税交付金 11，2q2 1．1 。L359 L359 L359 民　主　費 109896 10．9 4義133
軽自動車税 3474 ao

ε　国有提供敷設等所在市町村助成交付金
　　　、たばこ消費税 12072 172

6地　方　交　付　税 5乞7

66．4

72，554

83509
66903
77858

6◎903

7785

衛　生　費 33709 33 3L438
一般財源計　1～6

603no8

69447
電気ガス税 4β53 69

7父通安全　　特別交・
労　働　費 9468 α9 4422

鉱　産　税

＆分担金、　負担金 1α863 U L307 農林i水産業費 17生596『 1τ3 75103 木材引取税 425 α6

9使　　　　用　　　　料 10513 1n L265 商　工　費 L300 0．1 L300
1α　手　　　　数・　　料 764 00 92

1，265

　65 特趾L地保有税

11．国　　庫　支　　出　金 62887 6．0 て567 6138 土　木　費 205868 20．4 13翫668 小　計 7q116 10α0 878

12県　　支　　出　　金 115102 11．0 13849 L946 消　防　費 4◎524 4．6 4L748 渚醤璽13財　　産　　収　　入 1τ346 1．7 2087 118 118
1生寄　　　　附　　　　金 LO28 0．0 124 教　育　費 19て078 19．5 184，084 入　湯　税
1ε繰　　　　入　　　　金 災害復旧費 2a770 2．4 19740 都市計画税
1σ繰　　　　越　　　　金 4名674 46 ε736
17諸　　　　収　　　　入 1a382 L3 L610 855 784 公　債　費 43933 4．3 4ag33 水利地益税

うち　　　　一
諸支出金

合　計 7q116 1000 878
1＆地　　　　　　　　　債 718 69 83 徴

収
率

現年課税分 10α0％

税
率

離町餅顯 aレ400
入合計　1～18 LO45406 100．0 125786 88245 770 野騨毒

L人　　　　件　　　　費 22L575 220 26660 26204 23343
滞納繰越牙 ％

法人税割 1砺400
合　計 LO1α184 100．0 719595

2物　　　　件　　　　費 135934 13．5 1◎356 1L613 9821 計 10α0％ 固定資産税 L4／100

3　　　持　　　　修　費 3L463 3．1 a786 3786 3777

別表4．　　　地　　方　　債　　の　　状　　況　　　　　　（単位・千円）
峨扶　　　　助　　　　費 5L723 5．1 623 6017 1，326

ε補　　助　　費　　等 7◎434 76 9197 ＆842 8，709

うち一部事務組合負担金 29769 3．6

区　　　　　分
昭和49年度

元利償還額

昭和49・年度

末現在高

昭和48年度

末現在高
昭和4祥霞
末現在高

昭和46年度

末現在高

昭和45年度

末現在高
ノ・　計　　1～5 5729 51．3 6222 6q7 4q7

ε公　　　　債　　　　費 43933 44 翫286 4802 4802
内元 利　償　還　金 4a387 4．4・ 5220 4736 4，736

L一般公共事業債 527 ＆000 ＆000
訳一時借入金利子 0．0 66 66 6
7積　　　　立　　　　金

　546
92147 92 1LO87 2一般単独　〃 1a691 14◎575 12α413 8LO23 49880 32142

＆投資及び出資金貸付金 L765 0．0 212 3義務教育重 債 ε359 44，395 46760 48，982 5LO72 53201
9繰　　　　　　　　金 43592 43 5246

4辺地対策事業債 4β16 29141 2◎375
θ
2
α 587 2α037 22335

1α前年度繰上充用金
計　　　～10 69856 62 8453 24　51778 ε災害復旧　〃 2679 32845 3a504 軌622 ◎602 4308

且普通建設事業費 287848 28．4 34635 6厚生福祉茄設整備事業債 2380 25079 25821 2◎517 1て770 1qo96
内補 助 125j59 12．3 15059

L767 孔275 ＆420 14132訳単 162689 16．1 9575
ヱ町民税臨特演克補てん債 L346 507

12災害復旧事業費 23770 2．4 2860 ＆過疎対策事業債 1α756 144，312 114491 7軌973 4◎670 1＆000

1a、失業対策事業費 鼠新潟県貸付金 哉033 1α462 10352 ◎614 5，244
計　　11～13） 31L618 308 37495
出。言　1《』13 LO10，184 100．0 12L548 合　　　計 4a387 44L3i6 38τ483 28a533 20τ065 159458

別表2．

目的別歳出の状況

目的税歳出及び市町村税収入の状況

区 分

議 会 費

総
一
民

務
一
主

費
一
費

衛
一
労

生
一
働

費
一
費

費
費
費
費

業

朧
聾
醐

教　育　費

災害復旧費

公　債　費

諸支出金
野騨毒

合 計

決算額
1＆94『

145，102

109，896

33，709

9，468

174，596『

1，300

205，868

46，524

19て078

23，770

43，933

1．01α184

鰍1．9

144

10．9

3．3

α9

1τ3

0．1

20。4

4．6

19．5

2．4

4．3

100．0

　地

1＆940千

11＆086

45，133

3L438

4，422

75，103

　1，300

135，668

41，748

184，084

19，740

43，933

719，595

方

市町村税収入の状況
区 分

税
目
別
収
入
額

市町村民税

固定資産枕

軽自動車税

　　　ヤたばこ消費税

電気ガス税

鉱 産 税

木材引取税

特別土地保有税

渚醤璽
　小　計

入　湯　税

都市計画税

水利地益税

合 計

決算額
2585話

23，436

3，474

12，072

4β53

425

70，116

構成比

　％369

33，4

ao

172

69

「

α6

10α0

　
円

額
千

　
7
8

　
8

昌

878

o％離町餅顯
　　　100070，116

％
　　　法人税割　　税
　　率　　　固定資産税

878

現・年課税分

別表4．

滞納繰越牙

計

10d

10α0％

　況

3．じ400

14．晒00

（3》

債 の 状

　L4／100

（単位・千円）



（4）

財産に関する調書別表5．

昭和49年度（単位：平方米）

1．公有財産
（1）土地及び建物

区　　　　分
土地（地積）

建　　　　　　　　　　　　物
木造（延面積） 非木造（延面積） 延面積計

前年度末

現在高
決算年度
末現在高

前年度末

現在高
決算年度
末現在高

前年度末

現在高
決算年度
末現在高

前年度末

現在高
決算年度
末現在高

本　　庁　　舎 L950 L950 2544 a544 2544 2544

その他

羅
消防施設 320 320 280 280 280 280

その他の施設 286 286 L223 L223 L223 1223

学　　　　校 6◎642 6◎642 2α574 20574 3皿29 a129 2a703 23703
公
共 公営住宅 4，794 12022 LO10 1，010 LO10 LO10

用産その他の施設 3＆634 3＆634 4，199 3851 a868 3598 乳067 7549

山　　　　　　林 1£85650 LO8義650

その他の土地 3a858 33858

合　　　計 L23a128 1．239356 2τ006 2◎758 ＆821 9551 35827 3◎309

　
町
議
会
第
3
回
定
例
会
は
9
月
25
日

に
招
集
さ
れ
、
会
期
二
日
間
に
わ
た
り

昭
和
49
年
度
会
計
決
算
の
認
定
、
町
水

道
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
15
件
の
議
案

に
つ
い
て
付
議
可
決
し
ま
し
た
。

　
可
決
さ
れ
た

議
件
は
次
の
と

お
り
で
す
。

議
第
－
号
、
特

　
別
職
の
職
員

昭
和
4
9
年
度
会
計
決
算

水
道
条
例
の
改
正
な
ど
可
決

　
　
　
松
代
町
議
会
第
3
回
定
例
会

（単位：円）

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
、
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
（
冬

期
集
落
保
安
要
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
、

（2）有価証券（4）物　品

区　　　分
前年度末

現在高
決算年度

末現在高

区　　　　　　　　分 前年度末現在高 決算年度末現在

日本電信電話公社債（利札付） 5α000 5α000

ブルドーザー 3 4 〃　　　（割引） G300の00 630α000

モータ門グレ』づ参 1 1 国民健康保険団体連合会預託金 56α000 56qoOO

乗　　用　　車 2 2 合　　　　　　　　計 ◎91qoOO ◎910000

マイクロパス 1 2
（3）出資による種別

　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）ダンプトラック 1 1
ジープワゴン 5 5 区　　　　　　　　分 前年度末現在高 決算年度末現在高

軽　自　動　車 1 3 新潟県農業信用基金協会出資金 91α000 96α000

消防自動車 4 4 社団法人新潟県私学振興会出資金 72800 72，800

手引動カポンプ 53 69
新潟県畜産物価格安越金協会出資金 30α000 30qoOO

雪　　上　　車 4 5
上越食肉　公社出資金 2α000 20000

新潟県信用保証協会出資金 8＆000 8＆000
圧　　雪　　車 14 14

新　潟　県　農　業　公　社 7α000 7qOOO
ロータリ州除雪車 1 1 新　潟　県　労　働　金　庫 LOOOOOO

歯科医療機械 1 1 合　　　　　　　　計 L46α800 251α800

　
報
酬
月
額
六
万
円
）

議
第
2
号
　
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金

　
の
設
置
・
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て
。
　
（
基
金
の
額
五
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
円
を
一
千
二

　
○
○
万
円
に
改

　
め
た
も
の
）

議
第
3
号
　
松
代

　
町
水
道
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て
。
　
（
新
規
加
入
金
の
額
を
定
め

　
た
こ
と
及
び
水
道
使
用
料
金
の
引
上

　
げ
を
し
た
も
の
）

議
第
4
号
　
国
民
健
康
保
険
診
療
所
職

（3）出資による種別
（単位：円）

2．基金

（単位：FD

区　　　　　　分
前年度末

現在高
決算年度
中増減高

決算年度

末現在高

財政調整基金 6a432873 956τ000 72，qg軌873

町有施設積立金 5α753000 8L58α311 132333311

国民年金印紙購買基金 200qoOO 3000000 500α000

土地開発基金 3318L292 1＆662778 5L84生070

合　　　　　　計 14936て165 11乳810089 262，17τ254



　
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
（
支
給
日
に
つ
い
て
、
10
日
ま
で
と

　
あ
る
も
の
を
給
料
支
給
日
に
改
正
し

　
た
も
の
）

議
第
5
号
　
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い

　
て
、
　
（
任
期
満
了
及
び
辞
任
委
員
二

　
名
の
後
任
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意

　
を
求
め
た
も
の
）

議
第
6
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　
四
号
）
、
　
（
主
な
内
容
、
歳
入
歳
出

　
そ
れ
ぞ
減
八
六
九
万
一
千
円
を
追
加

　
し
総
額
一
一
億
七
千
二
〇
七
万
円
と

　
し
た
も
の
。
歳
入
H
普
通
交
付
税
一

　
千
五
一
八
万
七
千
円
・
教
員
住
宅
建

　
設
国
庫
補
助
一
一
一
万
三
千
円
・
へ

　
き
地
患
者
輸
送
用
雪
上
車
国
庫
補
助

　
三
七
一
万
三
千
円
・
冬
期
集
落
保
安

　
要
員
設
置
対
策
県
費
補
助
一
一
二
万

　
円
・
繰
越
金
一
千
二
〇
七
万
一
千
円

　
・
〈
町
債
V
小
型
動
力
ポ
ン
プ
及
び

　
積
載
車
整
備
三
三
〇
万
円
・
以
上
増

　
額
。
団
体
営
ほ
場
整
備
負
担
金
△
五

　
三
〇
万
三
千
円
・
雪
寒
地
域
建
設
機

　
械
整
備
事
業
国
庫
補
助
△
七
九
四
万

　
円
・
団
体
営
ほ
場
整
備
事
業
県
補
助

く
バ
九
〇
万
五
千
円
・
一
般
林
道
開
設

　
事
業
県
補
助
△
一
〇
〇
万
円
・
県
議

　
会
議
員
選
挙
委
託
県
支
出
金
△
一
七

　
六
万
円
．
〈
町
債
V
集
落
開
発
セ
ン

　
タ
ー
建
設
△
一
六
〇
万
円
・
除
雪
機

　
械
整
備
事
業
△
五
三
〇
万
円
・
以
上

　
減
額
。

　
　
歳
出
”
冬
季
集
落
保
安
要
員
報
酬

　
＝
ハ
一
万
円
・
国
民
年
金
印
紙
購
入

　
町
教
育
委
員
に

　
　
万
羽
卓
司
氏
再
任
さ
れ
る

　
　
牧
田
大
平
氏
新
任

　
九
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
教
育
委

員
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
の
同
意
を
得

た
、
教
育
委
員
の
方
々
は
次
の
と
お
り

で
、
1
0
月
1
日
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
の
任
期
は
法
律
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
四
年
で
、
万
羽
卓
司
氏

は
9
月
3
0
日
任
期
満
了
に
よ
る
再
任
で

あ
り
、
牧
田
大
平
氏
は
辞
任
し
た
西
潟

正
雄
氏
の
後
任
で
、
そ
の
残
任
期
間

（
法
律
の
定
め
に
よ
る
）
の
昭
和
駈
年

9
月
3
0
日
ま
で
の
任
命
で
す
。

万
羽
卓
司
　
明
治
42
年
5
月
16
日
生

　
（
松
代
・
き
ゆ
う
し
ゆ
う
や
主
人
）

　
任
期
・
昭
和
5
4
年
9
月
3
0
日
ま
で

牧
田
大
平
　
大
正
元
年
8
月
27
日
生

　
　
く
峠
・
お
や
じ
　
主
人
）

　
任
期
・
昭
和
51
年
9
月
3
0
日
ま
で

基
金
繰
出
七
〇
〇
万
円
・
患
者
輸
送

　
用
雪
上
車
一
台
購
入
五
五
七
万
円
・

蒲
生
養
蚕
組
合
管
理
棟
ほ
か
購
入
二

　
四
五
万
六
千
円
・
ほ
場
整
備
設
計
委

　
託
く
室
野
第
一
・
二
ほ
場
V
二
八
○

　
万
円
・
地
す
べ
り
関
連
ほ
場
整
備
工

　
事
一
八
二
万
九
千
円
・
ト
ド
メ
キ
川

　
流
末
処
理
工
事
二
五
〇
万
円
．
上
越

　
地
区
消
防
事
務
組
合
負
担
金
四
八
九

　
万
一
千
円
・
消
火
栓
布
施
に
伴
う
設

　
備
費
二
一
〇
万
円
・
以
上
増
額
。

　
県
議
会
議
員
・
町
農
業
委
員
選
挙
費

　
△
二
七
九
万
二
千
円
・
団
体
営
ほ
場

　
整
備
事
業
△
二
千
〇
一
八
万
円
・
ロ

　
ー
タ
リ
ー
車
を
雪
上
車
に
振
換
減
△

　
一
千
一
七
五
万
円
・
農
業
用
施
設
災

　
害
復
旧
費
△
一
四
八
万
円
・
以
上
減

　
額
）

議
第
7
号
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
1
号
）
、
　
（
歳
入
歳

　
出
そ
れ
ぞ
れ
二
四
二
万
二
千
円
を
追

　
加
し
総
額
二
億
五
千
二
〇
七
万
九
千

　
円
と
す
る
も
の
。
主
な
内
容
、
歳
入

　
口
繰
越
金
二
二
七
万
七
千
円
、
歳
出

　
口
国
庫
負
担
金
精
算
事
務
費
及
び
療

　
養
給
付
費
返
還
金
二
二
七
万
七
千
円

議
第
8
号
　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
1
号
）
、
　
（
歳
入
歳

　
出
そ
れ
ぞ
れ
二
五
三
万
三
千
円
を
追

　
加
し
総
額
二
億
八
千
二
三
四
万
一
千

　
円
と
す
る
も
の
。
主
な
内
容
、
歳
入

　
n
使
肘
料
及
び
手
数
料
二
四
五
万
三

　
千
円
、
歳
出
H
新
設
メ
ー
タ
ー
器
購

　
入
一
四
五
万
三
千
円
、
維
持
費
一
〇

八
万
円
灘

支
芸
　

議
第
9
号
　
特
別
会
計
農
業
共
済
事
業

　
補
正
予
算
（
第
2
号
）
、
　
（
歳
入
歳

　
出
そ
れ
ぞ
れ
一
一
万
円
を
追
加
し
総

　
額
四
千
一
七
八
万
一
千
円
と
す
る
も

　
の
）

議
第
1
0
号
～
1
2
号
　
一
般
会
計
・
国
保

　
事
業
特
別
会
計
・
簡
易
水
道
事
業
特

　
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
。

　
（
町
の
家
計
簿
の
欄
参
照
）

議
第
13
号
　
国
保
制
度
改
善
と
財
政
強

　
化
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

　
て
。
　
（
松
代
町
議
会
議
規
則
第
13
条

　
の
規
定
に
よ
る
議
員
の
議
案
提
出
、

　
提
出
者
・
中
村
俊
正
議
員
、
賛
成
者

　
・
柳
幸
雄
・
小
堺
長
平
・
柳
茂
雄
・

　
秋
山
智
義
・
石
野
英
二
．
五
議
員
）

議
第
1
4
号
　
団
体
営
土
地
改
良
事
業
圃

　
場
整
備
工
事
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
。

（
6
月
1
9
日
指
名
競
争
入
札
に
付
し
、

　
室
野
建
設
と
契
約
済
み
の
圃
場
整
備

　
工
事
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
変
更

　
す
る
議
決
を
求
め
た
も
の
。
当
初
七

　
〇
〇
万
円
・
変
更
一
千
二
一
九
万
六

　
千
円
）

議
第
15
号
　
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工

　
事
契
約
変
更
に
つ
い
て
。
　
（
7
月
7

　
日
指
名
競
争
入
札
に
付
し
、
司
工
務

　
店
と
契
約
し
た
農
業
用
施
設
災
害
復

　
旧
工
事
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
変

　
更
す
る
議
決
を
求
め
た
も
の
。
当
初

　
九
七
〇
万
円
・
変
更
一
千
〇
五
八
万

　
四
千
円
）

し
ぶ
み
句
会
他
石
先
生
選

　
　
9
月
6
日
・
於
た
つ
ぢ
居

す
す
き
の
穂
分
け
つ
間
道
の
ぽ
り
く
る
。

木
曽
川
の
石
み
な
白
し
炎
天
下
。

蓬
生
の
し
げ
る
が
ま
ま
に
昼
の
虫
。

胃
を
痛
む
と
告
げ
ら
れ
て
お
り
昼
の
虫
。

水
を
撒
く
野
沢
菜
畑
の
残
暑
か
な
。

秋
簾
近
火
見
舞
の
客
の
来
し
。

萩
に
ふ
れ
芒
に
ふ
れ
て
山
登
る
。

踊
見
て
傷
の
手
吊
る
す
娘
か
な
。

軒
先
に
干
鬼
灯
の
吊
し
あ
り
。

ワ
ン
ピ
ー
ス
着
て
茶
を
く
む
は
八
十
婆
。

見
下
ろ
せ
ば
棚
田
に
秋
の
暮
れ
早
し
。

八
海
も
見
え
る
と
云
う
て
稲
架
作
る
。

残
暑
き
び
し
カ
ン
ナ
一
き
は
赤
く
咲
き

掛
稲
を
濡
し
て
慈
雨
の
訪
れ
り

悠
　
歩

た
つ
ぢ

静
　
風

六
　
花

瀞妙公立紅淡

舟光明石茶水

（51



水
道
の
使
用
料
改
訂

　
九
月
二
十
五
日
招
集
の
松
代
町
議
会

第
三
回
定
例
会
で
水
道
の
使
用
料
が
別

表
の
よ
う
に
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

改
訂
の
経
緯

　
今
回
の
改
訂
は
、
昭
和
四
十
八
年
度

か
ら
工
事
を
進
め
て
来
た
。
室
野
地
内

の
城
川
の
水
を
原
水
と
す
る
、
松
代
町

簡
易
水
道
拡
張
変
更
工
事
に
ょ
る
水
道

の
給
水
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
簡
易
水
道
は
公
営
企
業
に
準
ず
る
も

の
で
独
立
採
算
で
経
営
す
る
の
が
建
て

ま
え
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
三
十
七
年
か

ら
松
代
地
区
に
給
水
し
て
き
た
簡
易
水

道
も
特
別
な
工
事
を
し
た
場
合
の
他
は

こ
の
建
て
ま
え
を
守
っ
て
来
ま
し
た
。

　
今
度
建
設
し
た
水
道
も
独
立
採
算
、

す
な
わ
ち
、
水
道
事
業
を
経
営
す
る
に

必
要
な
経
費
全
部
を
水
道
料
金
で
ま
か

な
う
の
が
本
筋
で
あ
り
ま
す
が
、
今
度

の
水
道
は
広
い
地
域
に
散
在
し
て
い
る

家
や
部
落
を
つ
な
ぐ
た
め
水
道
管
の
延

長
が
非
常
に
長
い
こ
と
、
又
、
松
代
町

は
起
伏
が
大
き
い
た
め
、
高
い
所
へ
は

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
の
施
設
を
、
低
い
所
へ

は
減
圧
の
施
設
を
作
る
な
ど
、
施
設
費

が
多
く
か
か
る
こ
と
、
加
え
て
昭
和
四

十
八
年
か
ら
の
異
状
な
ま
で
の
物
価
高

で
非
常
に
工
事
費
が
か
さ
み
ま
し
て
、

約
八
億
円
の
費
用
が
か
か
る
見
込
み
で

す
。
約
一
千
九
百
万
円
だ
っ
た
松
代
地

区
の
水
道
に
比
べ
る
と
四
十
二
倍
以
上

も
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
度
の
水
道
を
独
立
採
算
で
運
営
す

る
に
は
、
薬
品
代
・
電
気
料
・
賃
金
・

起
債
の
償
還
金
な
ど
を
併
せ
る
と
一
年

間
に
約
六
千
五
百
万
円
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
水
道
料
金
で
ま
か
な
う
に

は
、
　
一
ケ
月
十
立
方
メ
ー
ト
ル
当
り
約

二
千
八
百
円
の
水
道
料
金
に
な
り
ま
す
。

視
察
し
た
吉
川
町
で
は
二
千
百
四
十
二

円
で
し
た
か
ら
、
そ
れ
と
比
べ
れ
ば
そ

ん
な
に
驚
く
程
高
く
な
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
感
覚
か
ら

し
ま
す
と
高
い
感
じ
を
受
け
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　
議
会
の
社
会
常
任
委
員
会
で
は
、
他

町
村
を
視
察
す
る
な
ど
慎
重
に
検
討
さ

れ
た
結
果
、
水
道
事
業
は
独
立
採
算
が

建
て
ま
え
で
は
あ
る
が
、
松
代
町
の
場

合
は
特
殊
事
情
も
あ
る
の
で
年
間
必
要

経
費
約
六
千
五
百
万
円
の
う
ち
半
分
以

上
を
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
て
水
道
料

水道使用料金表別表

種別
　　使用，料金

用途

基本料金（1ケ月につき） 超過料金
使用水量 使用料 1立方米につき

専
　
　
用

一　　般　　用 10立方米まで 1，250円 130円
営　　業　用 20、立方米まで 2，250円 130円
旅館営業用 30立方米まで 3，350円 130円
纂繍●学校 40立方米まで 4．500円 130円

メーター器使用料
1基につき1ケ月 口　　　　径 使　用　料

！ノ 13ミ　リメートノレ 50円
！ノ 20　　　〃 100円
！／ 25　　　〃 150円
Zノ 30　　　〃 200円
／／ 40　　　〃 300円
〃 50　　　〃 450円
！ノ 75　　　〃 1，000円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僑

金
を
半
分
以
下
に
す
る
よ
う
に
と
の
見

解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
こ
の
ご
意
見
を
尊
重
い
た
し

ま
し
て
、
　
一
ケ
月
十
立
方
当
り
約
二
千

八
百
円
必
要
な
と
こ
ろ
を
メ
ー
タ
ー
器

使
用
料
も
含
め
て
一
千
三
百
円
の
案
を

作
り
議
会
に
ご
提
案
申
し
上
げ
、
種
々

質
疑
の
あ
と
別
表
の
と
お
り
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
館
　
　
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
縮
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
病
翁
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
椀
舞
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
　
を
合
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉱
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
溜
鍵
鯉
舳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
場
よ
を
水
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝶
蘇
離
舘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
用
法
に
業
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
旅
使
に
用
営
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑑
肋
麟
胤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
騎
の
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
営
用
営
く
と
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
の
は
除
用
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
胤
鷺
駿
酵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
謬
蟻
酸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
　
　
　
n
乙
　
　
3
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
付

〃

知
ら
な
い
と
あ
な
た
は
損
を
し
ま
す
”

　
　
　
　
”
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
　
　
異
動
の
届
出
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
ロ

※
　
世
帯
主
は
世
帯
に
次
の
よ
う
な
異

動
が
あ
っ
た
ら
必
ず
印
鑑
と
被
保

険
者
証
を
も
っ
て
役
場
へ
届
出
を
し

　
て
下
さ
い
。

〈
十
四
日
以
内
に
届
出
る
も
の
V

◎
松
代
町
に
転
入
し
た
時
ま
た
松
代
町

　
か
ら
転
出
し
た
時

◎
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
時
ま
た

　
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
時

◎
子
供
が
生
れ
た
時

◎
死
亡
し
た
と
き

く
そ
の
都
度
届
出
る
も
の
V

◎
住
所
又
は
氏
名
に
変
更
の
あ
っ
た
と

　
き

◎
世
帯
主
が
変
っ
た
と
き

◎
交
通
事
故
に
よ
り
け
が
を
し
た
と
き

◎
被
保
険
者
証
を
よ
ご
し
た
り
や
ぶ
っ

　
て
し
ま
っ
た
と
き

く
届
出
が
お
く
れ
た
り
、
届
出
を
し
な

　
い
で
い
る
と
き
V

◎
届
出
を
し
な
い
と
病
気
や
け
が
を
し

　
た
場
合
、
保
険
診
療
が
受
け
ら
れ
ま

　
せ
ん
。

◎
社
会
保
険
等
へ
加
入
し
た
の
に
そ
の

　
ま
ま
国
保
に
の
こ
し
て
お
く
、
い
わ

　
ゆ
る
二
重
加
入
の
場
合
に
国
保
で
受

　
診
し
た
場
合
国
保
の
保
険
給
付
分
は

　
か
え
し
て
も
ら
い
ま
す
。

◎
届
出
が
お
く
れ
れ
ば
お
く
れ
る
ほ
ど

　
保
険
税
を
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
な

　
け
れ
ば
な
ら
ず
負
担
を
つ
よ
く
感
じ

　
ま
す
。



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
④

動
脈
届
乳
ヒ

石
イ
ー

　
先
ほ
ど
町
で
行
な
わ
れ
た
出
稼
検
診
、

循
環
器
検
診
で
「
あ
な
た
は
動
脈
硬
化

が
あ
り
ま
す
。
」
と
言
わ
れ
た
方
が
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
今
回
は
、
動
脈
硬
化
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
、
食
事
は
ど
ん
な
こ
と
に
気
を

つ
け
た
ら
よ
い
の
か
を
書
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

◇
動
脈
硬
化
と
は
慢
性
に
進
む
も

の
で
、
動
脈
の
壁
に
脂
肪
が
つ
く
、
動

脈
の
壁
に
か
い
よ
う
を
つ
く
る
、
動
脈

の
壁
を
厚
く
す
る
、
と
い
う
変
化
を
現

わ
し
ま
す
。
動
脈
硬
化
は
1
0
才
頃
よ
り

は
じ
ま
り
、
次
第
に
そ
の
範
囲
と
程
度

を
広
げ
、
多
く
は
40
才
す
ぎ
て
か
ら
心

臓
で
は
狭
心
症
や
心
筋
硬
塞
と
な
り
、

脳
で
は
、
脳
卒
中
と
な
っ
て
現
わ
れ
ま

す
。
腹
部
大
動
脈
や
下
肢
で
症
状
が
あ

ら
わ
れ
る
場
合
多
く
は
、
足
が
冷
た
く

な
っ
た
り
、
痛
み
が
あ
っ
た
り
最
後
に

は
、
脱
疸
に
い
た
り
ま
す
。
動
脈
硬
化

と
は
、
か
つ
て
老
化
に
伴
っ
て
生
じ
る

生
理
的
変
化
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
現
在
で
は
や
は
り
病
的
な
も
の
で
予

防
と
治
療
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
◇
食
事
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

　
な
原
則
が
あ
り
ま
す
。

L
肥
満
が
あ
れ
ば
、
標
準
体
重
に
近
づ

　
け
る
（
標
準
体
重
一
（
身
長
1
㎜
）
×
0
9
）

2
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
が
あ
る
人

　
は
、

　
a
動
物
性
脂
肪
を
少
し
へ
ら
す
。

　
d
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
品
を

　
　
少
し
へ
ら
す
。

　
c
や
し
油
を
除
く
植
物
油
を
多
く
と

　
　
る
。

　
b
特
に
た
ん
白
質
を
へ
ら
す
必
要
は

　
　
な
い
。

　
e
糖
質
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
す
る
。

3。

中
性
脂
肪
が
高
い
場
合
は
次
の
よ
う

　
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　
a
一
定
の
カ
ロ
リ
ー
枠
内
で
糖
質
を

　
　
へ
ら
す
。

　
d
ア
ル
コ
ー
ル
、
あ
る
い
は
果
物
に

　
　
注
意
す
る
。

4
高
血
圧
が
伴
え
ば
減
塩
（
一
日
8
9

　
以
下
）
が
必
要
で
あ
る
。

　
別
表
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
食
品

が
ど
の
く
ら
い
含
ん
で
い
る
か
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
動
脈
硬
化
の
あ
る
方

は
、
上
段
は
摂
取
し
て
も
少
量
に
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

食品のコレステロール含量（別表）

①1009中に300雌以上含有するもの

　鶏もつ・卵黄・うずら卵・マヨネーズ・わかさぎ・やり

　いか・しじみ・すじこ・さくらえび

②　1009中に150mg～300m9程度含有するもの

　バター・レバ・うなぎ・いわし・いか●たこ・えび・し

　しやも・あさり・うに・たらこ・しらすぼし・カステラ

　バームクーヘン

③　1009中に50m9～150m9程度含有するもの

　チーズ・ラード・牛肉・鶏肉・マトン・鯨肉・ハム・ソ

　ーセージ・ベーコン・コンビーフ・かつお・きす・さば

　1、・わし・さけ・さんま・かに・赤貝・はまぐり・焼ちく

　わ・チヨコレート

④　1009中に50m9以下含有するもの

　牛乳・生クリーム・たら・にしん・まぐろ・あじ・かれ

　い・かまぽこ・さつまあげ・アイスクリーム

⑤　ほとんど含まれないもの

　ごま油・らっかせい・マカロニ・とうふ・あぶらあげ・

　ちくわ・はんぺん’ゆば

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

九
月
受
付
分
　
　
（
受
付
順
）

蒔
つ
え
鰍
困

お
め
で
ζ
つ
疏
椥

小
堺
勇
二
・
岡
須
磨
子
　
儀
明
三
枚
田

相
沢
　
博
・
若
井
つ
き
子
蓬
平
藤
見
屋

離讐江
・
彰
厳
鞍
長
女
孟
地
教
員
住
宅

　
　
　
　
父
孝

内
山
智
子
　
　
　
長
女

　
　
　
　
母
栄
子

　
　
　
　
父
正
康

山
岸
浩
美
　
　
　
二
女

　
　
　
　
母
時
子

石
。
知
之
父
達
吉
長
男

　
　
　
　
母
芳
子

　
　
　
　
父
政
吉

小
堺
俊
和
　
　
　
長
男

　
　
　
　
母
京
子

千
年
坂
口
方

東
山
　
浦

松
代
　
文
八

蓬
平
げ
た
や

関
谷
亜
希
子
父
春
男
長
女
松
代
は
る
ま
や

　
　
　
　
　
母
陽
子

　
　
　
　
父
松
夫

山
岸
裕
樹
　
　
　
長
男

　
　
　
　
母
秀
子

お
く
や
み

（
死
亡
）

柳
誠
一
郎

高
橋
マ
セ

池
田
サ
ヲ

小
堺
吉
郎

七
九
才

五
八
才

七
九
才

八
三
才

牧
田
新
五
郎
　
九
六
才

室
野
室
田
屋

犬
伏
　
紺
屋

田
沢
　
久
保
田

田
野
倉
　
小
坂

室
野
　
川
端

　
峠
　
堂
の
下

人ロのうこき
（50年10月1日現‘D

数　2ゆ82（一3）
男4，091（一1）

女4，149（＋9）
計8，240（＋7）

　
男
女
計

数帯
口

世
人

5
　
4
9

　
n
乙
　
2

亡
出
計

死
転
減

7
29
3
6

生
入
計

出
転
増

（7）



ご
存
知
で
し
ょ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
新
し
い
選
挙
二
法
の
改
正
点

◎
公
職
選
挙
法

○
カ
ネ
の
か
か
ら
な
い
選
挙
に

現
在
公
職
に
あ
る
者
（
長
・
議
会
議
員

・
農
業
委
員
等
）
及
び
候
補
者
な
ど
に

金
を
っ
か
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
改
正
で
、
選

挙
区
内
の
人
に
寄
付
を
ず
る
こ
と
は

全
面
的
に
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
現
公
職

者
や
候
補
者
は
、
選
挙
に
関
係
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
次
の
よ
う
な
贈
物
を

す
る
と
法
律
違
反
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
も
現
公
職
者
や
候
補
者

な
ど
に
こ
の
よ
う
な
寄
付
を
ね
だ
っ
た

り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
立
派
な
政
治

家
を
育
て
る
よ
う
に
有
権
者
も
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

△
お
中
示
や
お
歳
暮
を
贈
る
こ
と

△
お
祭
り
の
と
き
に
お
金
を
寄
付
し
た

　
り
、
お
酒
な
ど
を
届
け
る
こ
と

△
開
店
祝
い
や
落
成
式
・
起
工
式
な
ど

　
の
と
き
に
、
花
輪
を
贈
る
こ
と

△
出
産
・
入
学
・
卒
業
・
就
職
な
ど
の

　
お
祝
い
に
、
お
金
や
品
物
を
贈
る
こ

　
と

△
結
婚
式
の
と
き
に
、
お
祝
い
の
お
金

　
や
品
物
を
贈
る
こ
と

△
旅
行
す
る
人
に
、
饅
別
を
贈
る
こ
と

△
お
葬
式
の
際
、
香
典
や
花
輪
・
供
物

　
な
ど
を
贈
る
こ
と

△
町
内
会
や
老
人
会
な
ど
の
集
ま
り
に

　
お
金
を
寄
付
し
た
り
、
食
事
や
お
酒

　
を
届
け
る
こ
と

△
町
内
会
な
ど
の
団
体
旅
行
の
際
、
弁

　
当
や
飲
物
を
さ
し
入
れ
た
り
、
，
バ
ス

　
代
な
ど
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と

意注ご

　
最
近
、
長
野
・
新
潟

県
下
で
、
電
話
の
自
動

改
式
が
予
定
さ
れ
て
い

る
所
で
「
電
債
社
・
信

越
営
業
所
」
の
名
前
で

　
電
話
加
入
事

　
　
　
　
　
　
　
取
扱

そ
の
取
扱
を
代
行
す
る

と
称
し
て
、
金
五
、
○

○
○
円
の
手
数
料
を
取

っ
て
い
る
事
件
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

△
選
挙
区
か
ら
の
陳
情
者
な
ど
に
、

　
事
や
飲
物
を
だ
し
た
り
、

　
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と

◎
政
治
資
金
規
正
法

o
ガ
ラ
ス
張
り
の
政
治
資
金
に

政
治
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、

政
治
団
体
の
活
動
が
、

食

お
み
や
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
党
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
の
不
断
の

監
視
と
批
判
の
も
と
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
政
党

な
ど
の
台
所
を
国
民
の
前
に
ガ
ラ
ス
張

り
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

政
治
に
不
当
な
圧
力
を
か
け
さ
せ
な
い

た
め
に
、
政
党
な
ど
へ
の
寄
付
に
は
節

度
を
も
た
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ね
ら
い
で
、
政
治
資
金
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

正
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

o
キ
レ
イ
な
選
挙
を
！

わ
が
国
の
歴
史
に
と
っ
て
、
こ
と
し
は

意
義
深
い
年
に
当
り
ま
す
。
明
治
23
年

に
国
民
が
は
じ
め
て
国
政
に
参
加
し
て

か
ら
部
年
。
大
正
14
年
に
25
才
以
上
の

す
べ
て
の
男
子
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ

た
「
普
通
選
挙
法
」
が
で
き
て
か
ら
5
0

年
。
昭
和
2
0
年
に
婦
人
に
も
参
政
権
が

与
え
ら
れ
て
か
ら
30
年
。
多
く
の
人
の

苦
労
が
あ
っ
て
、
今
日
の
よ
う
な
立
派

な
選
挙
制
度
に
な
り
ま
し
た
。
い
ま
こ

そ
“
選
挙
を
通
し
て
政
治
に
参
加
す
る
”

こ
と
の
意
義
を
考
え
、
き
れ
い
な
選
挙

を
心
が
け
る
よ
い
機
会
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

尚
、
昭
和
5
0
年
1
0
月
1
4
日
か
ら
施
行
に

な
り
ま
す
。

　
　
　
松
代
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
郵
便
貯
金
は
…
歳

　
財
投
の
4
4
％
が
郵
便
貯
金

　
郵
便
貯
金
は
、
明
治
八
年
の
創
業
以

来
今
年
で
ち
ょ
う
ど
百
年
を
迎
え
ま
す
。

　
郵
便
貯
金
は
、
こ
の
一
世
紀
に
わ
た

り
皆
さ
ま
の
経
済
生
活
に
結
び
つ
い
て

広
く
ご
利
用
い
た
だ
き
、
経
済
生
活
の

安
定
と
、
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
つ
つ

歩
み
を
続
け
、
そ
の
貯
金
高
は
全
国
で

二
十
一
兆
円
を
超
え
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
か
ら
郵
便
貯
金
と
し
て
預
け

ら
れ
た
お
金
は
、
国
の
財
政
投
融
資
の

約
四
四
％
を
占
め
る
主
要
原
資
と
し
て

皆
さ
ま
の
く
ら
し
に
関
係
の
深
い
住
宅

学
校
・
病
院
・
道
路
の
建
設
な
ど
多
方

’
面
に
わ
た
っ
て
融
資
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
郵
便
局
で
は
十
月
中
「
豊
か
な
く
ら

し
と
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
郵
便
貯

金
月
間
」
と
し
て
、
郵
便
貯
金
が
皆
さ

　
電
話
の
い
ろ
い
ろ
な
事
務
は
、
す

　
べ
て
郵
便
局
と
電
報
電
話
局
で
行
っ

　
て
お
り
、
5
そ
の
手
続
き
も
簡
単
で
す
。

　
そ
し
て
現
金
は
直
接
徴
収
し
て
い
ま

　
せ
ん
の
で
、
も
し
、
右
の
よ
う
な
者

務
等
の

い
に
つ
い
て

　
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
至
急
、
郵
便
局

　
か
電
話
局
へ
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

　
　
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

　
ら
い
つ
で
も
郵
便
局
等
へ
お
聞
き
く

だ
さ
い
。
．

ま
の
く
ら
し
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
こ
の
月
間
中
の
二
十
四
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
を
「
郵
便
貯
金
週
間
」

と
し
て
、
創
業
百
年
を
記
念
す
る
各
種

行
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
簡
易
保
険
は
5
9
歳

、
簡
易
保
険
は
大
正
五
年
十
月
一
日
に

無
診
査
、
月
掛
、
集
金
等
を
特
徴
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
以
来
五
十
九
年
間

皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り
発
展

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
七
月
末
の

保
有
契
約
高
全
国
で
二
十
四
兆
円
を
突

破
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
簡
易
保
険

の
資
金
総
額
は
五
兆
八
千
億
円
で
、
こ

の
資
金
は
県
や
市
町
村
な
ど
、
地
方
公

共
団
体
に
融
資
さ
れ
郵
便
貯
金
と
同
様

皆
さ
ま
の
身
近
か
な
と
こ
ろ
で
お
役
に

立
っ
て
お
り
ま
す
。

　
簡
易
保
険
で
は
、
十
月
中
を
『
簡
易

保
険
月
間
』
と
し
て
、
簡
易
保
険
に
対

し
て
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
ま
だ
ご
加
入
に
な

ら
れ
て
い
な
い
方
へ
は
積
極
的
に
加
入

し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
る
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
臣
名
の
記
念
品
を
贈
呈

　
　
米
寿
の
方
へ
の
お
祝
い

　
簡
易
保
険
で
は
、
今
年
六
月
一
日
現

在
で
、
米
寿
（
八
十
八
歳
）
の
喜
び
を

迎
え
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
お
祝
い
と

し
て
郵
政
大
臣
名
の
記
念
品
（
湯
の
み
）

を
贈
呈
し
ま
す
。

　
今
年
こ
の
お
祝
い
を
受
け
ら
れ
る
方
は

松
代
局
区
内
で
五
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。



国
際
的
芸
術
家

林
天
時
教
授
を
お
迎
え
し
て

　
　
　
　
展
覧
会
・
指
導
会
盛
大
に
終
る

「
町
の
芸
術
発
展
に
寄
与
し
よ
う
、
芸

術
を
通
し
て
親
善
を
」
と
、
9
月
鈎
．

25

日
の
二
日
間
、
台
湾
出
身
の
書
家
・

画
家
と
し
て
著
名
な
林
天
時
教
授
（
現

在
台
湾
の
輔
仁
大
学
教
授
兼
芸
術
顧
問

・
日
本
大
学
客
員
教
授
）
を
お
迎
え
し

て
、
作
品
展
と
書
の
指
導
会
が
、
町
総

合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
盛

大
成
功
視
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
林
教
授
の
ご
理
解
と
、

松
代
書
道
教
室
会
長
室
岡
雅
山
氏
の
お

ほ
ね
お
り
で
、
書
道
教
室
主
催
・
公
民

館
が
後
援
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
展
示
さ
れ
た
作
品
は
、
花
鳥
を
え
が

い
た
彩
墨
画
・
書
な
ど
約
5
0
点
”
山
水

画
の
新
境
地
を
開
い
た
”
と
い
わ
れ
る

だ
け
に
、
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
林
教
授
の
「
親
善
を
深
め
た

い
」
と
い
う
配
慮
か
ら
、
書
道
教
室
講

師
の
作
品
十
数
点
、
同
教
室
の
子
ど
も

　
難
灘
灘
鑓
達
の
作
品
数
十
点
も
一
緒

　
　
　
　
　
に
展
示
さ
れ
、
会
員
た
ぢ

　
　
　
　
　
に
感
激
を
与
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
第
一
日
目
に
行
な
っ
た

　
　
　
　
　
指
導
会
で
は
林
教
授
は
終

　
　
　
　
　
始
笑
顔
で
、
日
本
語
で
ア

　
　
　
　
　
ド
バ
イ
ス
さ
れ
、
な
ご
や

　
　
　
　
　
か
な
意
義
あ
る
指
導
会
で

　
　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
　
　
第
二
日
目
に
は
会
場
と

　
　
　
　
　
な
っ
た
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
に
、
紅
梅
二
本
を
記
念
植

　
　
　
　
…
…
離
帥
雛
影
矯
旺

　
　
　
蒙
の
芸
術
振
興
に
つ
く
さ
れ

　
　
　
　
　
「
み
ん
な
の
気
持
は
忘
れ

　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
ら
れ
な
い
。
来
年
も
来
る

　
　
　
　
　
よ
」
と
喜
ん
で
お
帰
り
に

　
　
　
　
　
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
写
真
は
林
教
授
書
指
導

　
　
　
　
　
　
の
一
コ
マ
）

羽
琢
哉
、
五
区
・
関
谷
浩
好

（
写
真
は
賞
状
を
手
に
…
…
…

　
　
　
妙
高
々
原
一
周
ロ
ー
ド
レ
ー

　
　
　
ス
参
加
メ
ン
バ
ー
）

鳳
陛
騒
伝
大
会
で
は
優
勝

　
9
月
19
日
行
な
わ
れ
た
郡
中
学
校
駅

伝
大
会
で
は
、
九
年
ぶ
り
に
二
度
目
の

優
勝
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ス
は
、
松
代
中
学
校
入
口

を
ス
タ
ー
ト
大
島
・
虫
川
を
経
て
安
塚

に
至
る
全
長
三
三
、
五
五
㎞
を
九
区
間

に
分
け
て
競
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
以
下
、
上
位
入
賞
と
町
内
の
学
校
の

記
録
で
す
。
　
（
参
加
1
7
チ
ー
ム
）

松
代
中
学
校
生
徒

　
　
　
　
　
長
距
離
継
走
に
大
活
躍

　
松
代
中
学
校
生
徒
・
長
距
離
選
手
が

大
活
躍
を
し
ま
し
た
。

　
1
0
月
5
日
妙
高
高
原
町
で
、
妙
高
々

原
町
教
育
委
員
会
主
催
で
行
な
わ
れ
た

第
2
2
回
妙
高
高
原
一
周
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

に
参
加
、
中
学
校
の
部
三
位
に
入
賞
い

た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
県
内
外
か
ら
、
一
般
・

高
校
・
中
学
校
の
三
部
門
に
6
0
チ
ー
ム

一
壬
二
人
の
選
手
が
参
加
し
て
行
な
わ

れ
た
も
の
で
、
妙
高
々
原
駅
前
を
ス
タ

ー
ト
～
妙
高
温
泉
～
杉
野
沢
～
池
之
平

温
泉
～
赤
倉
温
泉
～
妙
高
大
橋
を
径
由

し
て
公
民
館
前
の
ゴ
ー
ル
ま
で
2
0
・
6

K
⑤
人
の
選
手
で
技
を
競
っ
た
も
の
で

す
。　

中
学
校
で
は
⑬
チ
ー
ム
参
加
、
そ
の

う
ち
の
三
位
で
し
た
。

◎
中
学
校
の
部
三
位
ま
で
の
成
績

一
位
　
妙
高
中
　
　
（
一
時
間
一
二
分
〇
四
秒
）

二
位
　
新
井
中
A
（
一
時
間
一
三
分
一
一
秒
）

三
位
　
松
代
中
　
　
（
一
時
間
一
四
分
四
三
秒
）

　
走
者
“
一
区
・
柳
健
、
二
区
・
五
十

　
嵐
保
、
三
区
・
柳
時
夫
、
四
区
・
万

1110932優位位位位位勝

松代中学校生徒郡駅伝大会の記録

松
代
中

松
之
山
中
A

菱
里
中

山
平
中

奴
奈
川
中

孟
地
中

（
一
時
間
五
四
分
一
一
秒
）

（
一
時
間
五
四
分
三
四
秒
）

（
一
時
間
五
六
分
〇
二
秒
）

（
一
時
間
五
八
分
三
三
秒
）

（
一
時
間
五
八
分
三
八
秒
）

（
二
時
間
○
○
分
〇
三
秒
）

区間　氏　名 タイム
区　間
順　位

総　合
順　位

1 関谷幸司 13分49秒 7 7

2 柳　　時夫 1618 17 12

3 関谷浩好 1326 4 9

4 若月　　等 1312 2 7
5 万羽琢哉 1207 1 2
6 市川　　司 1022 4 2
7 柳　　　健 1255 1 2
8 関谷稔幸 856 5 1
9 五十嵐保 1306 7 1
総　　　合 時間54分11秒

（9）
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11
〃

月
∩
乙
日

3
日

午
前
9
時
～
午
後
4
時

午
前
9
時
～
午
後
3
時

会
場
・
松
代
小
学
校
及
び
総
合
セ
ン
タ
ー

　
恒
例
の
松
代
町
総
合
文
化
祭
は
、
1
1

月
2
日
～
3
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、

松
代
小
学
校
と
町
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
も
、
よ
り
一
層
盛
大
で
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
、
学
校
・
文
化
団

体
の
み
な
さ
ま
か
ら
、
再
度
集
合
し
て

い
た
だ
い
て
打
合
せ
て
お
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、
当
日
は
ご
家
族
お
揃
い

で
ご
観
覧
さ
れ
、
楽
し
い
盛
大
な
文
化

祭
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
文
化
祭
展
示
の
内
容
は
次
の
よ
う
に

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

会
場
の
ご
案
内

第
一
会
場
　
松
代
小
学
校

玄
関

　
◎
農
作
物
品
評
即
売
会
（
身
体
障
害

　
　
者
福
祉
会
）

体
育
館

　
◎
郡
図
画
大
会
特
選
作
品
展

校
舎

一
、
階

　
◎
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
作
品
展
（
カ
メ
ラ

　
　
ク
ラ
ブ
）

二
階

　
◎
婦
人
会
員
作
品
展
（
町
連
合
婦
人

　
　
会
）

　
◎
書
道
展
（
松
代
書
道
教
室
・
室
野

　
　
書
道
会
）

　
◎
町
学
童
作
品
展
（
町
教
育
振
興
会
）

　
◎
園
芸
盆
栽
・
自
然
愛
護
展
（
園
芸

　
　
愛
好
会
・
自
然
愛
護
会
）

三
階

　
◎
松
代
小
学
校
児
童
作
品
展
（
松
代

　
　
小
学
校
）

　
◎
身
体
障
害
者
福
祉
会
会
員
作
品
展

こ注意一東北電力からのお願い

　最近アメリカ制タコが大変流行しており、

このタコを電線に引っ掛け、それを取外すた

め電線に触れて感電死傷した事故が発生して

います。

電線のあるところではタコあげをしないよう

に又、万一引っ掛けたら自分で取外すことな

く東北電力へ連絡して下さい．

第
二
会
場
町
総
合
セ
ン
タ
ー

屋
外

　
◎
菊
花
展
覧
会
（
松
代
町
菊
花
松
光

　
　
会
）

　
◎
農
産
物
即
売
会
（
町
農
業
協
同
組

　
　
合
）

一
階

　
◎
生
花
展
（
婦
人
会
松
代
支
部
）

　
◎
茶
会
（
お
茶
の
会
会
員
に
よ
る
茶

　
　
会
・
有
志
招
待
）

二
階

　
◎
農
協
資
料
展
（
町
農
業
協
同
組
合
）

　
◎
写
真
で
見
る
町
政
展
（
町
教
委
）

三
階

　
◎
第
4
回
ぶ
な
の
会
美
術
展
（
ぶ
な

　
の
会
、
高
校
美
術
ク
ラ
ブ
）

藺
園
囚
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尋
■
づ

　
1
1
月
2
日
　
松
代
町
ア
マ
チ
ュ
ア
バ

　
　
　
　
　
　
ン
ド
協
会
演
奏
会

　
　
　
　
　
　
午
後
－
時
～
午
後
3
時

　
1
1
月
3
日
　
午
後
0
時
3
0
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
3
時

　
　
　
　
於
・
松
代
小
学
校
体
育
館

　
音
楽
・
唄
・
お
ど
り
な
ど
、
　
一
ケ
年

の
練
習
の
成
果
を
発
表
い
た
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
、
上
手
に
聴
い
た
り
み

た
り
い
た
し
ま
し
よ
う
。
子
供
さ
ん
を

騒
が
せ
、
み
ん
な
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。

〃
3
日
の

　
　
出
場
予
定
グ
ル
ー
プ
〃

・
つ
く
し
会
（
お
ど
り
の
会
）

・
松
代
民
謡
会

◎
民
謡
同
好
会

・
詩
吟
・
謡
曲
同
好
会

・
松
代
小
学
校
児
童

◎
松
代
中
学
校
生
徒

駐
『
恥
闘
5
』
鱈
「
餌
肇

10

月
1
0
日
体
育
の
日

秋
期
一
般

　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

“
体
育
の
日
設
定
の
趣
旨
に
も
と
づ
い
て
、

地
域
バ
レ
L
ボ
ー
ル
の
振
興
と
関
心
を
高
め
、

あ
わ
せ
て
体
力
の
増
強
と
明
朗
性
を
養
う
”

こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
。
第
三
回
秋
期
一

般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
、
七
チ
ー
ム
の
参

加
を
得
て
松
代
高
等
学
校
体
育
館
に
お
い
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
日
頃
練
習
の
技
と
力
を
出
し

合
い
、
好
試
合
を
展
開
、
意
義
あ
る
体
育
の

日
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り

優
勝
　
排
球
愛
好
会
・
二
位
　
千
年
青
年
会

三
位
　
伊
沢
青
年
会
・
三
位
　
消
防
怒
の
鉄
建

　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
排
球
愛
好
会

2　
　
　
　
　
1

　
　
　
0

0

0

211112　2

南
　
　
　
青

消
防
怒
り
の
鉄
建

千
年
青
年
会

役
場
体
育
部

松
代
青
年
ク
ラ
ブ

伊
沢
青
年
会

11

月
18
日
は
本
年
最
後
の

　
　
　
運
転
免
許
更
新
日
で
す

　
受
付
は
午
前
九
時
三
〇
分
か
ら
・
講
習
は
午
後
一
時
か
ら


